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か中１わく

 

蔵さたこ
と
と
思
い
ま
す
。

多
津
美
中
学
校
区 

人
権
学
習
推
進
委
員
会 

当会の

http://
Google

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
し
ょ
う
。 

今
号
は
両
面
印
刷
と
し
ま
し
た
。
家 

庭
や
地
域
で
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た 

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 
さを応幼な皆気をだ歩まの帰
 
第
５
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
を
終
え
て 

去
る
二
月
二
四
日
（
日
）
に
「
第
５
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

リ
ー
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
す
こ
し
風
が
あ
り
ま
し
た
が
、
朝
か
ら
日
差
し
が
暖

く
、
天
城
小
学
校
・
天
城
幼
稚
園
・
天
城
保
育
園
・
多
津
美

学
校
・
倉
敷
天
城
中
学
校
を
通
じ
て
、
過
去
最
高
の
４
２
組

５
６
名
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
先
生
方
も
合

せ
て
４
チ
ー
ム
参
加
し
て
い
た
だ
き
大
会
を
盛
り
上
げ
て

だ
さ
い
ま
し
た
。 

今
回
の
コ
ー
ス
は
、浮
州
岩
〜
先
陣
庵
〜
誓
紙
井
戸
〜
篝
地

〜
藤
戸
寺
〜
経
ヶ
島
を
巡
る
源
平
史
跡
コ
ー
ス
で
し
た
。小

な
子
ど
も
を
背
負
っ
た
お
父
さ
ん
、
子
ど
も
と
そ
の
友
達
を

く
さ
ん
連
れ
ら
れ
た
お
母
さ
ん
、
３
世
代
で
参
加
し
て
く
だ

っ
た
ご
家
族
、
中
学
校
の
仲
良
し
４
人
組
、
石
合
校
長
先
生

中
心
と
し
た
天
城
小
学
校
教
員
チ
ー
ム
、
石
井
園
長
先
生
を

援
団
と
し
た
天
城 

稚
園
先
生
チ
ー
ム 

ど
な
ど
、
本
部
で 

さ
ん
が
笑
顔
で
元 

に
帰
っ
て
く
る
姿 

見
て
、
家
族
や
友 

ち
同
士
で
楽
し
く 

く
姿
が
想
像
で
き 

し
た
。 

き
っ
と
た
く
さ
ん 

思
い
出
を
持
っ
て 

っ
て
い
た
だ
け
た 
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★
「
防
犯
看
板
」
の
設
置 

不
審
者
対
策
の
一
環
と
し
て
、
防
犯

看
板
「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

！
」
を
現
在
、
学
区
内
二
十
八
箇
所

設
置
し
て
い
ま
す
。 

設
置
箇
所
は
、
総
会
や
部
会
で
の
ご

見
や
不
審
者
情
報
を
基
に
決
定
し
、

年
約
５
枚
ず
つ
増
や
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
設
置
を
希
望
さ
れ
る
場
所

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
（
天
城

学
校
教
頭
先
生
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

い
。 

 
 
 

 

（
環
境
浄
化
部
）

天
城
小
学
校
区
は
歴
史
的
財
産
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

多
津
美
中
学
校
区
全
体
に
も
ま
だ
ま
だ
興
味
深
い
史
跡
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
次
回
は
ど
ん
な
コ
ー
ス
に
な
る
の
か
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
裏
方
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま

た
西
教
頭
先
生
・
石
井
園
長
先
生
・
う
ど
ん
の
調
理
を
手
伝
っ

て
く
だ
さ
っ
た
天
城
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、

今
後
も
『
多
津
美
中
学
校
区 

青
少
年
を
育
て
る
会 

天
城
小
支

部
』
の
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
  
 
 
 
 
 

 
 
 

（
青
少
年
育
成
部
）

夏季学区内夜間見まわり 
７・８月に計１０回実施しました。保

護者、藤戸駐在所、地域安全推進員、

先生方と一緒に巡視しました。 

教育講演会（小・幼・保） 
小 6/24、幼 6/16、保 6/30 講師をお
招きして、教育講演会が開催されまし

た。育てる会も共催・後援しています。

倉敷川土手の清掃と草刈り 
今年も７・１１月に実施しました。 
２回で延べ 650名の方にご参加いただ
きました。｢郷土の倉敷川をきれいに!」

ホームページを公開しています。 
sodateru-amaki.blog.so-net.ne.j 
「青少年を育てる会」で検索 

 

 

◇ 

編 

集 

後 

記 

◇ 

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」 

で
有
名
に
な
っ
た
福
島
県
会
津
の
子
ど 

も
た
ち
に
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
い
る 

「
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
も
の
で
す
」
。 

規
範
意
識
が
希
薄
と
い
わ
れ
て
い
る
現 

代
、
何
を
し
て
は
な
ら
ぬ
の
か
、
何
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
家
庭
・ 

学
校
・
地
域
で
よ
く
話
し
合
い
、
実
践 

★
「
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
」

 

今
年
は
全
国
大
会
が
岡
山
で
開
催
さ 

れ
た
た
め
、
毎
年
計
画
し
て
い
る
家
庭 

育
講
座
は
多
津
美
中
学
校
区
人
権
学 

推
進
委
員
会
の
研
修
事
業
に
相
乗
り 

、
十
二
月
一
・
二
日
の
両
日
、
同

 大

に
参
加
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

倉
敷
市
民
会
館
で
の
特
別
分
科
会
や 

敷
公
民
館
で
の
第
５
分
科
会
に
参
加 

、
熱
気
溢
れ
る
全
国
大
会
の
雰
囲
気 

肌
で
感
じ
な
が
ら
、
様
々
な
人
権
に 

い
て
考
え
る
よ
い

。 
 
 
 
 
 

（
家
庭
教
育
部
）

機
会
と
な
り
ま
し 

 

中に意毎等小さ

 

 おかげさまで 
ブログを公開して 
５年目を迎えます 
H24年度活動スローガン
教習し会倉しをつた
裏面も 
ご覧くださ

い。 



  
 

・倉敷天城中学校 
086-429-3494 
・倉敷天城高等学校 

086-428-1251 

「地域安全への参画」の概略図 事件・事故 
不審者情報等 

安 全 確 保 

通報依頼 地域のみなさま 通 報 
倉敷天城中の生徒 
倉敷天城高の生徒 

  

上
記
【
合
意
事
項
】
に
つ
い
て 

み
な
さ
ま
に
お
願
い
す
る
内
容 

 

１ 
 

す
。 

 

あ
い
さ
つ
の
励
行 

  

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

２ 

地
域
安
全
へ
の
参
画 

②
③
倉
敷
天
城
中
・
高
の
生
徒
か
ら
、
事
件
・
事 

故
や
不
審
者
等
に
つ
い
て
警
察
へ
の
通
報
依
頼
が
あ

っ
た
と
き
は
、
安
全
確
保
の
う
え
、
緊
急
度
に
応
じ

次
の
連
絡
先
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。 

て
、

 
 
 

・
藤
戸
駐
在
所 

〇
八
六
―
四
二
八
―
一
〇
七
四 

・
倉
敷
警

 

〇
八
六
―
四
二
六
―
〇
一
一
〇 

察
署

・
一
一
〇
番 

（
も
し
く
は 

一
一
九
番
） 

  
 

上
記
【
合
意
事
項
】
に
つ
い
て 

す
で
に
実
施
し
て
い
る
内
容 

 

３ 

地
域
活
動
へ
の
参
加
と
交
流 

①
当
会
で
は
、
年
２
回
「
倉
敷
川
土
手
清
掃
」
と

年
１
回
「
経
ヶ
島
清
掃
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
、
毎
回
、
両
校
へ
案
内
を
し
、
す
で
に
多
く

の
生
徒
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

②
各
学
校
園
と
両
校
の
交
流
授
業
は
す
で
に
実
施

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
区
を
挙
げ
て
の
行
事
に

長
し
た
「
天
城
学
区
民
ふ
れ
あ
い
大
会
」
へ
は
倉

天
城
中
学
も
毎
年
出
展
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

情
報
の
共
有 

両
校
お
よ
び
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ

ジ
に
お
互
い
の
リ
ン
ク
を
貼
り
、
情
報
交
換
・
共

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
調
印
し
て
お
終
い
に 

る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
合
意
書
に
沿
っ
て
、 

動
の
質
を
向
上
さ
せ
、
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と 

い
ま
す
。 

地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
支
援
を
よ
ろ 

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（右から

当会支

 
 

「
岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校
・
倉
敷
天
城
高
等 

学
校
と
地
域
と
の
交
流
活
動
に
関
す
る
合
意
」 

に
つ
い
て
（
ご
報
告
と
お
願
い
） 

 
多
津

中
学
校
区
青
少

を
育
て
る
会

美

年

 
天
城
小
支
部
長 

猪
股 

秀
樹

去
る
十
月
五
日
、
倉
敷
天
城
中
学
校
・
倉
敷
天
城
高

学
校
に
お
い
て
、
地
域
の
団
体
や
学
校
園
代
表
者
の

席
を
得
て
、 

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校
・
倉
敷
天
城
高
等
学
校

地
域
の
交
流
活
動
に
関
す
る
合
意
書
」
の
調
印
式
を

い
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
以
下
の
合

事
項
に
つ
き
ま
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ま
の
一
層
の

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

合
意
者
】 

 
 
 
 
 
 
 

（ 

）
内
は
調
印
者

・
岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中

・ 

学
校

倉
敷
天
城
高
等
学
校 

 
 

（
岡
野
貴
司
校
長
）

・
多
津
美
中
学

年
を
育
て
る
会 

校
区
青
少

天
城
小
支
部 

 
 
 
 
 

（
当
会
支
部
長
） 

立
会
人
】 

・
岡
山
県
倉
敷
警
察
署 

 
 

（
石
部
秀
行
署
長
）

 

【
合
意
事
項
】
〜 

合
意
書
よ
り
抜
粋 

 

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校
・
倉
敷
天
城
高
等
学
校

(

以
下
「
甲
」
と
い
う
。)

と
多
津
美
中
学
校
区
青
少
年

を
育
て
る
会
天
城
小
支
部(

以
下
「
乙
」
と
い
う
。)

は
、

以
下
の
事
項
に
関
し
て
合
意
し
た
。 

 

(

い
さ
つ
の
励
行)

 

あ１ 

甲
の
生
徒
及
び
乙
の
住
民
は
、
相
互
に
積
極
的
に

あ
い
さ
つ
を
行
う
。 

 (

域
安
全
へ
の
参
画)

 

地２ 

甲
の
生
徒
は
、
登
下
校
時
を
中
心
に
、
乙
の
区
域

に
お
い
て
、
小
学
生
の
登
下
校
時
の
安
全
に
配
慮
し
、

高
齢
者
の
安
全
に
注
意
す
る
。 

  
 

②
甲
の
生
徒
は
、
事
件
・
事
故
や
不
審
者
等
を
発

見
し
た
と
き
は
、
ま
ず
自
身
の
安
全
を
確
保
し
、
警

察
へ
の
通
報
、
ま
た
は
乙
の
住
民
に
対
し
て
警
察
へ

通
報
を
依
頼
す
る
。 

の

 
 

③
乙
は
、
甲
の
生
徒
か
ら
警
察
へ
の
通
報
依
頼
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
依
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
乙

の
住
民
に
対
し
て
周
知
す
る
。 

 
 

④
甲
の
生
徒
は
、
小
学
生
や
園
児
の
模
範
と
な
る

よ
う
登
下
校
時
の
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
。

 (

域
活
動
へ
の
参
加
と
交
流)

 

地

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動 

甲
は
、
生
徒
会
を
中
心
に
、
乙
の
区
域
に
お
い
て 

わ
れ
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参 

す
る
よ
う
努
め

乙
は
、
こ
れ
に
対
し
て
積
極
的

、

 

支
援
を
行
う
。 

②
地
域
行
事
へ
の
参
加 

甲
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
を
含
む
乙
の 

域
で
の
地
域
活
動
や
交
流
授
業
へ
の
参
加
に
努 

、
乙
の
地
域
の
校
園
や
住
民
と
の
交
流
を
図
り
、 

は
、
こ
れ
に
対
し
て
積
極
的
な
支
援
を
行
う
。 

の
共
有)

 

甲
、
乙
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
し
て
、

互
に
情
報
交
換
を
図
る
よ
う
努
め
る
。 
 ３

 
 

行加な

 
 

地め乙

 (

情
報

４ 

相

 

さ成敷
４  

ー有

  

す活思

 

し

 

等出「と行意ご

 

【

  

【

 

「調印後、三者で握手を交わす」 
）高等学校生徒会長、岡野校長、石部署長、

部長、中学校生徒会長 
・藤戸駐在所 
086-428-1074 
・倉敷警察署 

086-426-0110 
・１１０番 
（１１９番） 


